
勝山中部中学校の取組
指導主事としての視点と、管理職としての視点から

令和6年1月20日（土） 第15回ユネスコスクール全国大会 第４分科会



スライドの内容

１ 勝山市、勝山中部中学校の所在

２ 指導主事としての取組の一端

３ 管理職（校長）としての取組

４ むすびに



１ 勝山市、勝山中部中学校の所在

福井県勝山市
人口 ２万２千人
小９校 中３校
教職員 約200名

勝山市立勝山中部中学校
 生徒数185名 ７クラス
 教職員 25名



恐竜化石
国内の
約８割が
勝山産！

福井県立恐竜博物館



２ 指導主事としての取組

指導主事ができること

市内全小中学校で

ユネスコスクール加盟

市長部局との連携

・ESD予算の獲得

・ESDｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰの雇用

行政各部門と学校と
のつながり強化

学校間の温度差

打開

情報発信



市全体のユネスコスクール化計画
→ 『ホール シティ アプローチ』

全小・中学校12校がユネスコスクールに加盟

（平成２５年に加盟申請） 

◆どこへ異動しても、そこはユネスコスクール
◆新着任の先生も、前任校でESDの実践経験あり

ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙ活動の持続可能性が高まる！



学校間の温度差打開 『校長先生に火をつける！』
→ 何から取り組めるか市教委も一緒に考え、ともに歩む

・全教員対象研修会から、学校訪問研修へ

・中堅リーダーの育成
ESD担当者会の発足、ユネスコスクール全国大会への教員派遣、

表彰チャレンジ、市民向け学習発表機会の創設 …等々

・各校の取組の良さを、各校へフィードバック

学校が変わっていく様子を、校長先生に感じてもらう

→ 校長先生にも「推進者」になっていただく



全校がユネスコスクール・・・方向性を共有しやすい

【方向性の共有を進めたポイント例】

・その活動に取り組む必然性、自分事感の重要性
「子供は既に地域社会を担う存在」「やりたい、の重視」

・学校や地域の課題を捉えなおすこと

「再方向付け、価値付け」「多様なつながり自体が学び」

・社会貢献は小中学生にもできること

「大人になるまで待たなくていい」



３ 管理職（校長）としての取組

管理職ができること

ホールスクールアプローチ

＝ストーリーマップ共有

行政との連携

予算の獲得

ユネスコスクールの
ネットワーク活用

中堅リーダー、次世
代を担う教員の育成

学校マネジメント

情報発信



学年発展を意識した、連続性のあるストーリーマップ

・小学校時代の学
びの共有

・ふるさと再発見

・他地域との比較

・学びの範囲や対
象の拡大

・キャリア学習の視
点を加味

・地域とのかかわり
の中での問題意識

・地域や社会に期
待される学校づくり

・社会の中で学校
はどうあるべきか

・社会との関わりの
中での課題を創造
的に解決

・実際に社会貢献

社会にとっても
価値があること

地域にとっても
価値があること

自分にとって
価値があること

（注！）
レールを敷かない
自由度を奪わない
無茶な提案大歓迎

１ 年 生

２ 年 生

３ 年 生



中堅リーダー、次世代育成 ～実践サイクルを回す仕組み～

・中堅リーダーとの
対話→思いを傾聴
・目標の共有

・実践する時間と場所
の保証
・自由度を奪わない

・自分事感のある実践を
推奨「好きにやって！」
・ある程度の見守り

・管理職が見取った生徒
の変容をフィードバック
・先生たちでふりかえり

最初のスタート



先生たちの振り返り 『明日の中部中を考える会』

校内で同時多発的に回る、中堅
リーダーを核とした実践サイクル

サイクルの
節目節目で振り返り 語ることは、学ぶこと



学校マネジメント・行政との連携 …等々

・目指せ、「ワイガヤ職場」
→話すことは、つながること

・止めない、口出さない、仕切らない
→管理職は、プレイヤーではない

・予算獲得（資金調達）は管理職の仕事
→バス代ひとつで、活動は一気にダイナミックに

・行政、外部機関、報道機関等との連携支援
→ 管理職自身が外部と普段からつながっておく

ワイワイ、ガヤガヤ



ユネスコスクールであることの強みを活かす

ネットワークを活用し、北海道や沖縄県、
長野県のユネスコスクールと遠隔交流



４ むすびに ～（ﾕﾈｽｺｽｸｰﾙの）管理職として～

◆いつも「機嫌よく」いること （住田昌治氏著書より引用）

→これが、管理職ができる最良の学校マネジメント

◆コアティーチャーとなる中堅・次世代教員の育成を重視しよう

→必ずしも継続的に、各校に配置されるとは限らない

管理職も、教育委員会も、常に育成の視点を持つことが必須

◆「つながり」の中で、管理職もともに学ぼう

→外部とのつながり以上に、学校内の連携が先生を育てる

◆管理職が思いつかない、常識にとらわれないアイデアへの励まし

→生徒や先生たちの考えが、私たちの想像を超えるのは当たり前



ご清聴、ありがとうございました。

地域コミュニティラジオ
局へインタビュー訪問

中部中ブログ
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